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新たな総合計画のポイント

① 市民生活の変化を実感できる「成果指標」
の導入

② それぞれの施策に市民生活の向上に直結す
る「直接目標」を位置づけ

③ 再掲事業が多く複雑だった「政策体系」の簡
素化

④ 実施計画では掲載事業を市民生活に影
響の大きいものに精選し、「(仮称)アク
ションプログラム」でその他の事業も含
め、全事務事業を管理

⑤ 区の特色を活かし、地域課題の解決に
向けた区計画
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目指すべき姿

市民に分かりやすく、伝わりやすい計画
それぞれの施策を実施する目的が明確で、
進捗状況が管理しやすい計画

最適な資源・財源の配分による効果的・効率
的で実行性の高い計画行政の推進

新たな総合計画の主な特徴

①市民生活の変化を実感できる「成果指標」の導入02

５つの「基本政策」

３０程度の「政策」

９０程度の「施策」

成果指標①の設定(市民の実感)

例：「子育てしやすいまち」と感じている
市民の割合 など

例：基本政策２ 子どもを安心して育
てることができるふるさとづくり

例：政策２－１ 安心して子育てできる
環境づくり

例：政策２－１－２ 質の高い保育の充実
と幼児教育の推進

例：待機児童数 など

９００程度の「事務事業」

例：認可保育所の整備、民間保育所の運営
幼児教育の振興事業 など

例：認可保育所の施設数と定員数 など

成果の把握の手法

成果指標②の設定(客観的成果)

事業実施結果

新
た
に
導
入
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②それぞれの施策に市民生活の向上に直結する
「直接目標」を位置づけ03

それぞれの施策（９０前後）に「子どもを安心して預けられる環境を整える」のような「市

民生活の向上に直結する目標（直接目標）」を設定します。

施策名 直接目標 想定される成果指標
直接目標を達成するた
めの事務事業の例

質の高い保育の充実と
幼児教育の推進

子どもを安心して預けら
れる環境を整える

待機児童数
認可保育所の整備、認
可外保育施設の支援等、
民間保育所の運営

安全な河川整備の推進
浸水による被害を減少
させる

時間雨量50mmでの浸
水被害想定面積（戸数）

五反田川放水路整備事
業、河川改修事業

魅力にあふれた広域拠
点の形成

川崎・武蔵小杉・新百
合ヶ丘駅周辺に賑わい
をつくり出す

３駅の乗降客数

新百合ヶ丘駅周辺地区
まちづくり推進事業、川
崎駅周辺総合整備事業、
小杉駅周辺地区整備事
業

《イメージ》

③再掲事業が多く複雑だった「政策体系」の簡素化 その１04

高齢者が生きがいを持てる地域づくり

生涯現役対策事業

高齢者就労支援事業

老人クラブ育成事業

・・・・・・・・・・

人材を活かすしくみづくり

企業等退職者人材活用支援業

・・・・・・・・・・

多様な主体との連携・協働のしくみづくり

多様な主体による連携推進事業

・・・・・・・・・・

新たな総合計画での政策体系

シニア世代が地域社会で能力を発揮するため
の支援

いきいきシニアライフ促進事業

生涯現役対策事業【再掲】

高齢者就労支援事業【再掲】

老人クラブ育成事業【再掲】

企業等退職者人材活用支援事業【再掲】

・・・・・・・・・・・・・

前総合計画での政策体系

５階層から４階層へ簡素化 再掲施策・再掲事業の廃止

※再掲として施策に
掲載していた事務事
業について、混乱を
さけるため、本掲の
施策のみに掲載

「政策の基本方向」（３０）

「基本施策」（９０）

「施策課題」（２６１）

「事務事業」（９００）

「基本政策」（７）

「政策」（３０）

「施策」（９０）

「事務事業」（９００）

「基本政策」（５）

再掲の例

再掲しないイメージ
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基本政策Ⅰ
生命を守り生き生きと暮ら
すことができるまちづくり

基本政策Ⅱ
子どもを安心して育てるこ
とができるふるさとづくり

基本政策Ⅲ
市民生活を豊かにする環

境づくり

基本政策Ⅳ
活力と魅力あふれる力強

い都市づくり

基本政策Ⅴ
誰もが生きがいを持てる
市民自治の地域づくり

（
仮
）分
野
横
断
的
方
針
・計
画

（
仮
）
分
野

別
計
画

高齢者保健福祉計画・
介護保険事業計画

かわさきノーマライ
ゼーションプラン など

かわさき教育プラン

子ども・子育て支援事
業計画 など

環境基本計画

一般廃棄物処理基本
計画 など

都市計画マスタープラ
ン
産業振興プラン など

川崎市情報化基本計
画 など

川崎市人権施策推進基本計画

地域包括ケアシステム推進ビジョン

③再掲事業が多く複雑だった「政策体系」の簡素化 その２

政策体系を簡素化したことで表現できない部分は、「子ども・子育て支援事業計画」などの「(仮)分野別
計画」や、「地域包括ケアシステム推進ビジョン」などの「(仮)分野横断的方針・計画」として整理する。

川崎市ウェルフェアイ
ノベーション推進計画

地域包括ケアシステム推進ビジョン

川崎市ウェルフェアイ
ノベーション推進計画

●「（仮）分野別計画」及び「(仮)分野横断的方針・計画」のイメージ

④実施計画では掲載事業を市民生活に影響の大きいも
のに精選し、「(仮称)アクションプログラム」でその他の事
業も含め、財源の裏付けのある全事務事業を管理
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実施計画自体をデータや写真、イメージ図を用いて市民に伝わりやすい構成とし、事業

内容の記載は市民生活に関係が深いものを中心とする。

基本政策基本政策

政 策政 策

施 策施 策

市民生活に直接的に
関係が深い事業
市民生活に直接的に
関係が深い事業

その他、施策を支える事業その他、施策を支える事業

事務事業事務事業

実施計画のイメージ実施計画のイメージ

※「(仮称)アクションプログラム」でその他施策を支える事業も含めた財源の裏づけのある全事務事業を進行管理

４
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市民ニーズや地域課題へのきめ細かな対応と、地域の魅力や特性を活かしたまちづくり等の施
策を区別にわかりやすく示すことで、区内の取組の全体像を市民に的確に伝える

市民に身近な区役所による主要な施策と分野ごとの施策を関連付け、地域課題解決に向けた取
組を総合的に推進する

考え方

＜位置付け＞

区計画は実施計画の構成要素として位置付け、区役所が

独自に取り組む事業とともに、市民生活に関わりの深い

各局の事業を体系化して構成

位置付けと主な特徴

【区計画を構成する主な項目】

①区の概要（人口・面積・歴史・地理的特性など）
②区の現状と課題
③まちづくりの目標・将来像
④地域の課題解決に向けた主要な取組
⑤区における計画期間の取組
⑥その他（図表・多様な主体の連携事例等）

＜主な特徴＞
①区の地域特性や課題等を踏まえたまちづくりの目
標や主要な取組を明示

②市民が手に取りやすい形式

③「多様な主体の連携（共助）の取組事例」などコ
ラム的な記事を掲載

⑤区の特色を活かし、
地域課題の解決に向けた区計画

新たな総合計画の姿08
市民や企業等に伝わりやすく、限られた資源や財源を最大限に有効活用しながら、

ステークホルダーが協力して進められる地域経営計画の実現

基本政策基本政策

政 策政 策

施 策施 策

事務事業事務事業

例： 「子育てしやすいまち」と
感じている市民の割合など

成果指標①：市民の実感

例： 「子育てしやすいまち」と
感じている市民の割合など

成果指標①：市民の実感

例：待機児童数など

成果指標②：客観的成果

例：待機児童数など

成果指標②：客観的成果

例：認可保育所施設数など

事業実施結果

例：認可保育所施設数など

事業実施結果

ステークホルダーと協力して進める

地域経営計画
ステークホルダーと協力して進める

地域経営計画

限られた資源や財源
（「行財政改革に関する計画」との連携）

lan

oheck

ction

最大限に有効活用最大限に有効活用

成果や目指すべ
き方向性等を
分かりやすく示し
市民や企業等
と情報共有

成果や目指すべ
き方向性等を
分かりやすく示し
市民や企業等
と情報共有

大学

企業等

市民等

※「ステークホルダー」
‥地域の中で市民・企
業・ＮＰＯ・行政等の利
害と行動に直接・間接
的な利害関係を有する
者を指しています。

７つの特色ある「区計画」７つの特色ある「区計画」
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